
以上のことから分かるように､公園におけ

る行動状況は周辺環境の影響を受け､地域間

に差異が生じているのである｡

来るべき国際化の波へ

一日本競馬の門戸開放一

大西ゆみ

近年､競馬がレジャーとして大きく取 り上

げられるようになってきた｡週末には､競馬

場で若いカップルや､小さな子供連れの親子

をしばしば目にする｡競馬場がアミューズメ

ン ト施設として､広く受け入れられているの

である｡

しかし､競馬場で繰 り広げられる華やかな

レースの一方で､それを支える軽種馬生産界

が､現在最大の危機に直面しているのであっ

た｡というのも､日本で生まれ育った競走馬

(内国産馬)の売上げが､近年急激に減少して

いるのだ｡その理由は､外国産馬が日本-大

量に輸入されているからなのだ｡なぜ､この

ように外国産馬の輸入量が増加 したのか｡そ

れは､日本中央競馬界 (JRA)による ｢外

国産馬出走制限緩和 8ケ年計画｣の実施､お

よび､外国産馬の価格の安さ､日本の競走馬

流通の停滞などのさまざまな要因があげられ

る｡

まず､｢外国産馬出走制限緩和 8ケ年計画｣

の実施にあたっては､JRA､日本軽種馬協

会および､日高軽種馬農協との激 しい論争が

繰 り広げられた｡外国産馬の出走枠を広げれ

ば､今より一層多くの外国産馬が日本-輸入

されることになる｡そうすれば内国産馬は売

れなくなり､しかも競走馬が優勝 した時の

｢生産者賞｣などの賞金が海外の牧場に支払

われることになり､日本の中小の生産牧場は

経営が成 り立たなくなる｡こういった牧場側

の立場を考慮 して JRAでは､保護策をとっ

ているがあまり効果はみられない｡

次に競走馬の価格については､日本の種牡

馬の種付け料の高さがその要因である｡競走

馬流通の停滞は､昔から続いている庭先取引

お茶の水地理 第 39号 1998年

が最大の原因をつくっている｡古い調教師と

馬主､生産者の関係が､若い (新しい)馬主

の購買意欲を減少させてしまっていると言っ

てもよい｡つまり､日本国内では､良い馬を

安く手に入れることが非常に困難になってい

るのだ｡

外国産馬と内国産馬の能力については､収

益性においてはそれほど差はない｡しかし､

3歳､4歳における外国産馬の優位性だけは

目をみはるものがある｡なぜ､3歳､4歳に

おいてこれほどの格差が生まれるかという

と､それまでの飼養調教技術の差に因るとこ

ろが大きい｡日本人生産者には技術の向上が

必要である｡

日本の競馬がこれほど見直されるように

なったのは､世界最高レベルの賞金体系を

もって競馬が開催されているので､海外の競

馬関係者から注目されるようになったからで

ある｡日本は､海外から押し寄せてくる波に

立ち向かうためにも､国内における軽種馬生

産を､もっと合理的に､ただ生産頭数を増や

すのではなく ｢少数精鋭制｣で､行っていか

なければならないだろう｡

商店街の現状と将来

一板橋区大山ハッピーロードを例として一

大堀仁美

本論文は､近年の商店街事業の低迷､存続

の危機がいわれている中で､わたし自身が日

常生活において利用しているハッピーロー ド

大山商店街について､商店主がイメージする

ハッピーロー ドと､消費者がハッピーロー ド

について感 じていることとの差を考え､商店

街の実態を知 り､商店主の意識確認をもと

に､対策を考えることを目的とした｡

方法としては､事業調査報告書､参考文献

等資料参考後､板橋区役所商工課とハッピー

ロー ド大山商店街振興組合を訪問し､商店街

の現状を知 り､傾向と対策について考えた上

で､ハッピーロー ド利用者で同年代の若い女

性に聞き取り調査を行い､商店主に行ったア
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ンケ- ト調査をもとに執筆した｡

ハッピーロー ド大山は､店舗数の集積は近

隣の中では最大規模であり､大型店や量販店

がないのに5万人の商圏人口を持ち､その年

間販売額は180億円を超す板橋区で最も大き

な商店街である｡しかし近年には大型店量販

店の猛攻を受け､また近隣都市池袋の影響に

より､通行量の低下 ･集客力の低下 ･売上の

低下が問題化 し､商店街に陰 りが見え始め

た｡

そこで昨年､平成8年にアーケー ドを全面

リニューアル し､暗いイメージを吹き飛ばそ

うとした｡ ところが､アーケー ドが新 しく

なっても､商店は以前と何の変化もなく､中

にはシャッターを閉める店舗も見られるよう

になった｡それでも商店街の狭い間口なの

で､すぐに新 しい商店に移行 していくのだ

が､どれもありきたりなFC店や週変わりの

デイリーショップ､コンビニエンスス トアの

進出でいまひとつ魅力に欠ける｡

それぞれの商店の改善の努力が必要なの

だ｡

商店街は生活に密着した販売事業を行って

発展 してきた｡つまり､商店街を支えている

のは周辺住民であり､彼らの期待に応えられ

る商店､街づくりが必要である｡単純に魅力

的な商店づくりというが､若い女性が望むも

のと高齢者が望むものとでは大きな差があ

り､商店はどの種類の消費者をターゲットに

するかを決め､マーケテイングを行い､必要

とされる商品を提供できる商店にならなくて

はならない｡これからは大規模な商店より

も､消費者のニーズに敏感に対応できる商店

街の小売商店が中心になれるのではないか｡

消費者 と商店が向かい合い､消費者の意見を

直接聞くことができ､思いや りをもった接客

ができたなら､それは魅力的な商店 といえ

る｡ひとつの個性的で魅力的な商店の出現が

人の流れを変え､街をつくりかえることもで

きるのである｡

最初はたったひとつの商店から始まってい

たとしても､お互いに良い影響を与え合え

ば､少しずつでも進歩し､商店街全体の活性

化につながるだろう｡まずはどの商店も一歩

前を見て､足を踏み出すことから始めて欲し

い｡

ファッションから形成される

場所のイメージ

ー銀座 ･渋谷を事例に一

大和田満里子

｢ファッション｣は､自己のアイデンティ

ティを示すものであり､一種のパフォーマン

スであると言える｡そしてそのパフォーマン

スが演じられる､ステージとしての ｢場所｣

も､ファッションにとって重要な構成要素で

あると思われる｡

本論文では､パフォーマンス としての

｢ファッション｣ と､ステージとしての ｢場

所｣との関連を調査することを研究目的とし

ており､実際に銀座 と渋谷の ｢路上｣に出て､

街とその街を歩く人々のファッションの観察

を試みた｡

｢ステージ｣としての銀座 と渋谷という場

所は､ファッション性のある街 として発展し

てきたという共通点を持ちながらも､その時

代的背景や､発展過程はまるで異なるもので

あり､<銀座-大人の街>･<渋谷-若者の

街>というように､人々からのとらえられ方

も対照的である｡

街頭調査においては､現在の銀座 と渋谷を

｢路上｣観察することで､街行く人々の年齢階

層や行動形態の違いが明らかになった｡そし

てさらに､｢若者｣世代である女性 (10代後

半～30代前半)を対象に､各地点における｢流

行アイテム｣の浸透度を調査した｡カウン ト

アイテムには､今年の秋冬の ｢流行｣となっ

ている ｢ス トレッチブーツ｣･｢ス リットス

カー ト｣･｢ベロア素材｣の3アイテムを選択

した｡これ らには､ファッション性 として

各々が持ち備える,アイテム的性格があり､

それらを考慮しながら各地点における浸透度

を見てみると､街の持つ雰囲気などの場所性
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